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新
世
代
の
た
め
の
月
間 

平
成
21
年
９
月
３
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
63
名 

出
席
計
算
数 

 

53
名
中
44
名
出
席 

出
席
率
83
・
02
％ 

前
々
回
出
席
率
90
・

91
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
君
が
代
」「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

春
日
井
和
良 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ 

ス 

ト 
 

元
米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

 

ジ
ラ
ル
ン
ル
ァ
ン
チ
ャ
イ 

   

グ
ン
テ
ィ
ダ
ー
（
グ
レ
イ
ス
）
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 
 

ア
ン
ナ
・
カ
ト
ゥ
リ
・
マ
チ
ル
ダ
・

サ
ハ
ラ
コ
ル
ピ
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

山
口
・
吉
田
（
明
）
・
吉
田
（
憲
）
・
伊
藤

各
委
員
長
所
見
発
表
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
又
、
ア
ン
ナ
一
年
間
勉
強
に
頑

張
り
、
日
本
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
藤 

 

明 

ア
ン
ナ
さ
ん
、よ
う
こ
そ
大
須
Ｒ
Ｃ
へ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

ア
ン
ナ
さ
ん
、
日
本
へ
よ
う
こ
そ
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

春
日
井
和
良 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会
に
寄
付
を
よ

ろ
し
く
。 

 
 

 
 

 

伊
藤 

与
則 

９
月
６
日
に
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０

合
唱
団
演
奏
会
」
を
行
い
ま
す
。
鈴
木 

基
仁
君
と
一
緒
に
歌
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

鬼
頭 

茂
成 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

杉
浦 

令
淑

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

杉
本 

英
夫 

太
田
さ
ん
あ
り
が
と
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

内
藤 

 

明 

 

月
曜
日
に
は
、
３
ク
ラ
ブ
合
同
の
ガ

バ
ナ
ー
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
は
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
日
は

交
換
学
生
の
ア
ン
ナ
が
第
一
回
目
の
例

会
出
席
で
す
。
一
年
間
頑
張
り
、
又
楽

し
ん
で
下
さ
い
。 

今
年
の
秋
彼
岸
は
９
月
20
日
の
日

曜
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
秋
彼
岸
は
秋

分
の
日
を
中
日
と
し
て
前
後
３
日
間
、

計
７
日
間
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
我
々
が
住
ん
で
い
る
こ
の
迷
妄

の
世
界
は
此
岸
（
し
が
ん
）
で
あ
り
、

仏
の
悟
り
の
世
界
で
あ
る
彼
岸
に
渡
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
彼
岸
会
の
仏

教
的
な
意
味
で
す
。 

悟
り
の
世
界
へ
入
る
た
め
に
は
、
６

種
の
事
を
実
践
す
る
事
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

１
．
布
施 

 

２
．
特
戒 

 

３
．
忍
辱 

 

４
．
精
進 

５
．
禅
定 

 

６
．
智
慧 

の
６
つ
の
事
で
す
。 

彼
岸
は
私
達
仏
教
徒
が
悟
り
の
世
界

へ
と
一
歩
踏
み
出
す
為
の
、
仏
教
強
調

週
間
で
す
。
又
、
仏
教
行
事
で
あ
り
な

が
ら
、
イ
ン
ド
や
中
国
に
は
同
じ
行
事

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
彼
岸

は
日
本
独
特
の
仏
教
行
事
と
い
え
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
も
こ
の
彼
岸
に
は
仏

教
徒
と
し
て
６
つ
の
事
を
是
非
実
践
し

て
下
さ
い
。
よ
り
良
い
奉
仕
が
で
き
る

人
間
に
近
づ
け
る
は
ず
で
す
。 

 

親
睦
活
動
委
員
長
所
見 

山
口 

正
孝 

今
年 

度
の
親 

睦
活
動 

委
員
会 

は
、
男 

性
７
名 

女
性
１ 

名 

計
８
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
藤
会
長
の
方
針
に
よ
り
、
６
回
の
例

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
皆
様
が
楽
し
み
喜
ん
で
出
席
し
て

頂
け
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

第
１
回
目
は
浩
養
園
で
し
た
が
、
楽

し
ん
で
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
委

員
会
と
し
て
は
、
天
候
や
料
理
が
皆
様

に
喜
ん
で
頂
け
る
か
、
出
席
者
数
な
ど

色
々
心
配
し
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
良
い
結
果
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

以
降
は
、
家
族
忘
年
会
で
ご
家
族
の

皆
様
に
も
十
分
楽
し
み
喜
ん
で
頂
け
る

企
画
を
考
え
て
お
り
、
春
の
家
族
旅
行

も
同
様
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
３
回
の
夜
間
例
会
は
そ
れ

ぞ
れ
シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
十
分
楽
し
ん
で
頂
け
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
８
月
初
め
、
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
訪
問
の
時
に
ク
ラ
ブ
計
画
書
の
親

睦
委
員
会
の
方
針
を
説
明
さ
せ
て
頂
い

た
時
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
の

で
す
が
十
分
理
解
し
て
お
ら
ず
、
本
日

の
委
員
長
所
見
に
な
り
、
少
々
不
安
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

お
気
づ
き
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

指
導
く
だ
さ
い
。 

 

広
報
委
員
長
所
見 

 

吉
田 

明
夫 

今
年 

度
の
広 

報
委
員 

会
は
、 

私 

吉 

田
明
夫 

が
委
員 

長
を
務
め
、
副
委
員
長
に
近
藤
明
美
さ

ん
、
そ
し
て
横
内 

恭
さ
ん
、
浅
井
隆 
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宣
さ
ん
の
４
人
で
１
年
間
担
当
し
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
度
の
委
員
会
方
針
は
、 

「
会
長
方
針
に
そ
っ
た
ク
ラ
ブ
の
活
性 

化
と
会
員
増
強
に
良
い
結
果
を
も
た
ら

す
広
報
活
動
」
を
目
指
し
ま
す
。 

具
体
的
な
活
動
計
画
は
、 

 

１
．
ク
ラ
ブ
内
広
報
・
・
・ 

・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
に 

明
る
く
楽
し
い
情
報
を
多
く 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
、 

ガ
バ
ナ
ー
月
信
の
情
報
紹
介 

・
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
か
ら
の 

 
 

 
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
報
告  

２
．
ク
ラ
ブ
外
広
報
・
・
・ 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
、 

ガ
バ
ナ
ー
月
信
へ
の
投
稿 

・
一
般
広
報
（
会
員
増
強
の
手
助
け
） 

・
地
元
マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
の
Ｐ
Ｒ 

委
員
会
の
役
割
分
担
は
、 

 

吉
田
明
夫 

／ 

総
括
及
び
全
体
の
サ

ブ（
担
当
者
が
都
合
の
悪
い
時
） 

近
藤
明
美 

／ 

カ
メ
ラ
（
写
真
） 

横
内 

恭 

／ 

ク
ラ
ブ
外
広
報 

（
Ｉ
Ｍ
を
含
む
） 

浅
井
隆
宣 

／ 

ブ
リ
デ
ン
及
び 

ク
ラ
ブ
内
広
報 

＊ 

Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
・
・
・
・
岡
村
隆
徳 

以
上
の
通
り
で
す
。
１
年
間
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

会
員
組
織
委
員
長
所
見 

吉
田 

憲
一 

 

今
年
度
の
会
長
方
針
の
中
に
、「
退
会

者
が
な
く
な
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
運
営
を

し
、
会
員
増
強
に
力
を
入
れ
る
」
と
あ

り
、
会
員
組
織
委
員
会
の
担
う
役
割
は

重
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
目
的
を
遂
行

す
る
た
め
、「
や
っ
ぱ
り
、
大
須
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
だ
ね
」
に
あ
る
よ
う
に
、

ク
ラ
ブ
会
員
全
員
の
ご
協
力
で
克
服
出

来
る
よ
う
な
委
員
会
運
営
を
行
い
ま
す
。 

１
．「
友
達
を
呼
ぼ
う
例
会
」
開
催 

ク
ラ
ブ
会
員
が
積
極
的
に
会
員
増
強

を
考
え
て
頂
く
た
め
に
も
、
各
委
員
会

ご
と
に
友
人
を
例
会
に
招
待
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
．
会
員
増
強
を
目
的
と
し
た 

委
員
会
・
懇
親
会
を
開
催 

商
工
会
議
所
な
ど
の
交
流
会
現
役
メ

ン
バ
ー
＆
卒
業
生
の
方
に
参
加
し
て
頂 

き
会
員
増
強
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

３
．
新
入
会
員
の
方
に
定
期
的
に
委
員

会
を
開
催
し
ま
す
。 

新
入
会
員
の
方
に
対
し
て
、
大
須
ロ

ー
タ
リ 

ー
ク
ラ 

ブ
に
い 

て
良
か 

っ
た
と 

思
え
る 

よ
う
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
懇
親
会
を
考
え
て
い

ま
す
。 

４
．
未
充
填
職
業
分
類
表
を
作
成 

10
月
１
日
に
は
第
一
回
の
「
友
達
を

呼
ぼ
う
例
会
」を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご
友
人
を
お
招
き
頂
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｒ
財
団
米
山
奨
学
委
員
長 伊

藤 

与
則 

 

ロ
ー 

タ
リ
ー 

財
団
の 

標
語
は 

『
世
界 

で
良
い 

こ
と
を
し
よ
う
』
で
す
。 

 

財
団
活
動
が
会
員
の
寄
付
に
よ
っ
て

集
ま
っ
た
浄
財
を
使
っ
て
、
世
界
平
和

と
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
交
流

と
親
善
に
貢
献
し
、
青
少
年
へ
の
活
動

支
援
や
、
教
育
的
、
人
道
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
他
者

の
健
康
状
態
を
改
善
し
、
一
般
的
な
教

育
へ
の
支
援
（
識
字
率
向
上
な
ど
）
を

高
め
、
貧
困
を
救
済
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
世
界
理
解
と
善
意
、
平
和
に
貢
献

す
る
こ
と
が
使
命
で
す
。
ま
た
、
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
に
寄
付
す
る
だ
け
で
な
く

地
区
補
助
金
を
活
用
し
て
地
域
の
社
会

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会
に
は
寄
付 

を
集
め
る
委
員
会（
年
次
寄
付
委
員
会
、

恒
久
基
金
委
員
会[

大
口
寄
付
・
ベ
ネ
フ

ァ
ク
タ
ー]

、
ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス
委
員
会
）

と
寄
付
金
を
活
用
す
る
委
員
会
（
補
助

金
委
員
会
、
財
団
奨
学
委
員
会
、
研
究

グ
ル
ー
プ
交
換
（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
委
員
会
、

財
団
学
友
委
員
会
、
世
界
平
和
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
委
員
会
）
が
あ
り
ま
す
。 

 

年
次
寄
付
委
員
会
で
は
、
Ｒ
Ｉ
財
団

の
世
界
で
良
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う

目
的
の
為
に
『
毎
年
あ
な
た
も
１
０
０

ド
ル
を
』
の
寄
付
金
（
大
須
Ｒ
Ｃ
全
員

で
65
名
と
し
て
６
５
０
０
ド
ル
）
の
要

請
が
あ
り
ま
す
。
年
次
寄
付
と
し
て
収

め
ら
れ
た
一
人
１
０
０
ド
ル
の
寄
付
金

は
、
３
年
後
に
そ
の
約
50
％
が
地
区
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
に
変
換
さ
れ
て
き
ま
す
。

補
助
金
交
付
の
申
請
で
は
我
が
大
須
Ｒ

Ｃ
の
活
用
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス
委
員
会
で
は

ポ
リ
オ
撲
滅
の
為
に
、
２
０
０
８
年
度

よ
り
３
年
間
で
、
毎
年
一
人
１
０
０
０

円
の
寄
付
を
す
る
様
に
２
７
６
０
地
区

に
お
い
て
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

次
に
米
山
奨
学
委
員
会
で
は
、
年
間

20
億
円
を
全
国
か
ら
集
め
、
約
８
０
０

人
の
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
一
人
年
間

１
５
０
万
円
の
資
金
援
助
を
し
て
い
ま

す
。 

 
今
年
度
は
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会

は
田
崎
副
委
員
長
、
米
山
奨
学
委
員
会

は
湯
山
副
委
員
長
に
寄
付
の
担
当
を
い

た
だ
き
、
浄
財
の
寄
付
の
お
願
い
に
上

が
り
ま
す
。
宜
し
く
ご
協
力
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

 
 

ア
ン
ナ
・
カ
ト
ゥ
リ
・
マ
チ
ル
ダ
・

サ
ハ
ラ
コ
ル
ピ 

               

♪ 

カ
ッ
プ
の
裏
に 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が 

入
っ
て
い
ま
す 

 

（
原
稿
は
次
号
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

９
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
」 

Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長 

新
沼 

 

操 

さ
ん  

  

広
報
委
員
会 

 

吉
田 

明
夫
・
近
藤 

明
美 

浅
井 

隆
宣
・
横
内 

 

恭 

先月来日したアンナが、初めて例会に参加し、 
丁寧な日本語で挨拶をしました。また、フィン 
ランドの遊牧民が使用していた伝統的な木彫り 
のカップ、"KUKSA ククサ"を、クラブへお土 
産として贈ってくれました。（写真左） 


